




















































































































































と述べている。その内訳は広西人が 4,000人（男 1,500人、女 2,500人）、湖南人が 1万 400
人（男 1万人、女 400人）、湖北人が 55,000人（男 3万人、女 25,000人）、安徽の安慶や長






























































































































































































































































































































部隊 9,000名には引き続き江蘇から毎月銀 9万両が支給された149)。1855年 3月の向栄の上
奏は、広東からの軍餉はいまだ届かないものの、浙江からは毎月 6万両、江蘇からは前後
















































































































































700名を率いて投降することに同意した。そこで 1854年に 1月 21日に計画を実行すること
になったが、清軍が日付を間違えたために未遂に終わった174)。ついで太平天国の正月にあ
































































































































































 17) 滌浮道人『金陵雑記』（『太平天国』4、628、629頁）。北王府は六部尚書が 6名ずつの 36名、
























 25) 李圭『金陵兵事匯略』巻 1（『太平天国史料匯編』14、6,117頁）。




















 31) 張徳堅『賊情彙纂』巻 4、偽軍制上、附諸匠営（『太平天国』3、139頁）。同書によると、この
他に金鞾営（靴職人を集めた）、繍錦営（刺繍職人を集めた）、鐫刻営（版木を作る刻字匠を集め
た）があり、「各営以指揮統之」という。
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